
カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト 実施報告書 

 報告日 平成 28 年 2 月 15 日 

 
主管学校名 富山大学人間発達科学部附属幼稚園 

ＰＴＡ会長名 内田晃子（幼稚園）吉田隆（特別支援） 

                

実施概要 

主管校 富山大学人間発達科学部附属幼稚園 

交流校 富山大学人間発達科学部附属特別支援学校 

実施活動名 七夕コンサート 

実施日時 ①幼稚園:平成 27 年 7 月 7日 9:30～10:10②特別支援学校:平成 27 年 7月 8 日 10:40～11:20 

実施場所 ①幼稚園遊戯室 ②特別支援学校体育館 

実施目的 同敷地内にある２校の交流を促進し、相互理解を深める 

実施内容 七夕にちなんだ内容のコンサート（コーラス・オペレッタ・装飾）を行った 

実施方法 幼稚園 PTA が特別支援学校と協力して企画・運営・製作し、コンサートを開催した 

参加人数 ①約 200 名 ②約 100 名 

           

報告事項 

内容 

・幼稚園の PTA サークル（グリーンコーラス部・おはなし会・アトリエヴェール）と PTA 保健

体育部が企画・運営・製作をし、七夕にちなんだ内容のコンサート（コーラス・オペレッタ・

装飾）を幼稚園および特別支援学校で行った。 

・事前に幼稚園、特別支援学校と打ち合わせを重ね、よりよい内容・交流の方向性を探り、実

態に合わせた演出の工夫をした。 

・特別支援学校高等部の生徒が、就労体験と交流を目的とし、七夕の飾り付き短冊を作成。そ

れを幼稚園年長児が受け取る贈呈式を行った。受け取った短冊に年長児が願いごとを書き、双

方のコンサート会場で飾った。 

・特別支援学校のコンサートでは、司会進行、お礼の言葉などを特別支援学校生徒会役員が行

った。また、特別支援学校の生徒に「たなばたさま」の歌を事前に練習してもらい、全員合唱

を行った。 

 

〜コンサート内容〜 

【ハンドベル】エーデルワイス 

【コーラス】ドレミのうた・夏のメドレー・キャベツの中から（手あそび）• ゆうき • 

                   Over The Rainbow 

【オペレッタ】はらぺこあおむし 

【全員合唱】たなばたさま 

 

結果 

・幼稚園と特別支援学校が協力してコンサートを開催することで、同敷地内にある２校の交流

を促進し、相互理解を深めることができた。 

・七夕の飾り付き短冊を通して、２校の児童生徒たちの交流を深めることができた。 

・外部に芸術鑑賞に行くことが難しい特別支援学校の生徒に、生の芸術に触れる機会を持って

いただくことができた。 

所感 

・楽しく素敵なコンサートとなり、２校の児童生徒たちに喜んでもらうことができた。今後も

楽しい交流を続けていきたいと思った。 

・学園内の連携や、２校の児童生徒たちにとって意味のある交流活動のあり方についてはまだ

検討の余地があり、今後検討を重ねていきたいと思った。 

  



添付書類 

 短冊制作風景 

        
 

 幼稚園 七夕コンサート 

     
 

 特別支援学校 七夕コンサート 
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カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト参加感想 
  提出日  

  学校名 富山大学人間発達科学部附属幼稚園・特別支援学校 

  学年     
          

活

動

に

参

加

し

て

の

感

想 

【特別支援学校生徒の様子、教職員の感想】 
・� 外部の方の合唱を聴いたり、劇を観たりする機会があまりないので、生徒たちにとって良い経験になった。 
・� コンサートは、時間的にちょうどよい長さだった。 
・「はらぺこあおむし」の大きな蝶やあおむしが迫力ありよかった。その登場に生徒たちは歓声をあげていた。 
・生徒たちになじみのある歌や話で、楽しく観ることができた。また、低学年向けの楽曲だけでなく、高学年向けの楽曲

も入っていてよかった。 
・高等部生徒にとっては、就労体験で作った短冊が実際に飾られているのを見ることができてよかった。コンサートの冒

頭で、短冊のことや幼稚園児の様子を紹介してもらい、生徒たちは喜んでいた。 
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カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト参加感想 
  提出日  

  学校名 富山大学人間発達科学部附属幼稚園・特別支援学校 

  氏名  
          

活

動

に

参

加

し

て

の

感

想 

【幼稚園参加保護者の感想】 
・とても楽しく素敵なコンサートをお届けできたと思う。２校の子どもたちは、大歓声をあげたり楽しそうに体を動かし

たりして喜んでいた。 
・コンサートを作り上げる喜び、子どもたちが喜ぶ姿を見られる喜びがあり、大きな感動と達成感があった。 
・特別支援学校との交流を重ねる中で、異校種の子どもたちを共に育てるという意識が高まった。 
・特別支援学校の生徒さんが、幼稚園児のために心をこめて丁寧に短冊を作ってくださったことに感動した。幼稚園児た

ちは大喜びで、その短冊に願いごとを一生懸命に書いていた。コンサート会場に短冊が飾られていて、とても温かい雰囲

気だった。 
・特別支援学校の先生から、生徒さんが七夕コンサートを楽しみにされていることをお聞きし、嬉しく思った。 
・� 特別支援学校の生徒さんは年齢幅が広いので、「はらぺこあおむし」は幼い内容なのではないかと心配していたが、

皆さんが真剣な眼差しで舞台を観て下さり、楽しんでいただけた様子で嬉しかった。 
・特別支援学校の生徒さんが、司会進行を完璧にこなしている姿に感心した。 
・� 特別支援学校の生徒さんが「たなばたさま」を事前に練習して下さり、全員合唱した時は感動した。 
・� 来年以降も、このような楽しい交流を続けていきたいと思った。 
 

 


